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1. 1. ＧＮＳＳによるブルドーザ搭載型マシンコントロールシステムＧＮＳＳによるブルドーザ搭載型マシンコントロールシステム

2. 2. ＧＮＳＳによるタイヤローラ搭載型転圧管理システムＧＮＳＳによるタイヤローラ搭載型転圧管理システム

3.  3.  施工管理データを搭載したＴＳ（トータルステーション）施工管理データを搭載したＴＳ（トータルステーション）
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設計法線標準断面図標標準準断断面面図図
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H=8.0H=8.0ｍ程度ｍ程度

～～～～ 建設ＩＣＴの導入施工建設ＩＣＴの導入施工 ～～～～



ＩＣＴブルドーザー

１．ブルドーザ搭載型マシンコントロールシステム（１．ブルドーザ搭載型マシンコントロールシステム（GNSSGNSS））

コントロールボックス
（車載パソコン）

ＧNSＳボックス

基準局受信アンテナ
ＧNSＳ受信アンテナ

・GNSSを活用することでブルドーザの位置が計測され、排土板の高さや勾配を自動的
に制御するシステム
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設計法線

１．ブルドーザ搭載型マシンコントロールシステム（１．ブルドーザ搭載型マシンコントロールシステム（GNSSGNSS））

情報化施工（マシンコントロール）
（盛土量：V=14,000m3）

竹林竹林

施工中の車載パソコン画面表示施工中の車載パソコン画面表示

排土板の傾き（排水勾配）排土板の傾き（排水勾配）上段：設定高さ上段：設定高さ

下段：設定高さとの誤差下段：設定高さとの誤差

現在地現在地



●● 立体的に画面表示されるとより分かり易い立体的に画面表示されるとより分かり易い

●● 基本設計データとの互換性がない基本設計データとの互換性がない

●● エンジン始動からエンジン始動からGNSSGNSS取得までに時間がかかる取得までに時間がかかる

●● GNSSGNSS取得が出来ない時間帯が存在する（施工不可）取得が出来ない時間帯が存在する（施工不可）

○○ 従来のオペレータでも容易に操作ができる従来のオペレータでも容易に操作ができる

○○ 丁張り（巻出し丁張り）設置の必要がない丁張り（巻出し丁張り）設置の必要がない

○○ オペレータの技量によって、敷均しの善し悪し（凹凸）がオペレータの技量によって、敷均しの善し悪し（凹凸）が
無くなった無くなった

１．ブルドーザ搭載型マシンコントロールシステム（１．ブルドーザ搭載型マシンコントロールシステム（GNSSGNSS））



ＩＣＴタイヤローラ

２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（GNSSGNSS））

・GNSSにより、転圧機械の位置を計測、試験盛土で決定した締固め回数を管理する
ことで、面的に品質管理を行うシステム

ＧNSＳ受信アンテナ

ＩＣＴタイヤローラ運転席

ＧNSＳボックス

車載パソコン画面表示

基準局受信アンテナ
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情報化施工（タイヤローラによる転圧回数管理）
（盛土量：V=10,000m3(9層～28層)）

竹林竹林

２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（GNSSGNSS））

施工中の車載パソコン画面表示施工中の車載パソコン画面表示
（４回転圧時）（４回転圧時）

施工中の車載パソコン画面表示施工中の車載パソコン画面表示
（６回転圧以上）（６回転圧以上）

現在地現在地

締固め回数
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２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（GNSSGNSS））



○○ 機器の取外しや転圧ｼｽﾃﾑの起動・終了を把握すれば、操作上機器の取外しや転圧ｼｽﾃﾑの起動・終了を把握すれば、操作上
問題なく使用できる問題なく使用できる

○○ 締固め状況が一目で把握・確認できる締固め状況が一目で把握・確認できる

○○ 転圧記録（データ）をそのまま完成書類や電子納品化転圧記録（データ）をそのまま完成書類や電子納品化
できるできる

●● 基本設計データとの互換性がない基本設計データとの互換性がない

●● エンジン始動からエンジン始動からGNSSGNSS取得までに時間がかかる取得までに時間がかかる

●● GNSSGNSS取得が出来ない時間帯が存在する（施工不可）取得が出来ない時間帯が存在する（施工不可）

２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（２．タイヤローラ搭載型転圧管理システム（GNSSGNSS））



３．施工管理データを搭載したＴＳ（自動追尾式トータルステーション）３．施工管理データを搭載したＴＳ（自動追尾式トータルステーション）

・自動追尾式トータルステーションとは、・自動追尾式トータルステーションとは、
設計情報を入力した対応端末（データコネクタ）で遠隔操作ができ、尚且つ、プリズム設計情報を入力した対応端末（データコネクタ）で遠隔操作ができ、尚且つ、プリズム

を自動で追尾する機能を搭載した測量機器を自動で追尾する機能を搭載した測量機器

１．起工測量・施工管理１．起工測量・施工管理

データコネクタ
（ＦＣ２００）

リモートコントロール
（ＲＣ－３）

TSTSによる測量状況による測量状況 トータルステーション
（ＧＰＴ９００５ＡＲ）



TSTS出来形確認状況（任意箇所）出来形確認状況（任意箇所）

３．施工管理データを搭載したＴＳ（自動追尾式トータルステーション）３．施工管理データを搭載したＴＳ（自動追尾式トータルステーション）

測定時データコネクタ画面表示測定時データコネクタ画面表示

TSTS出来形測定状況（機械点）出来形測定状況（機械点）

TSTS出来形測定状況（測定箇所）出来形測定状況（測定箇所）

２．施工時出来形測定２．施工時出来形測定

３．検査時の出来形確認３．検査時の出来形確認



○○ 丁張設置等において、事前計算や現地での手計算を丁張設置等において、事前計算や現地での手計算を
する必要がなくなったする必要がなくなった

○○ 管理測点以外の任意断面やポイントについて、容易に管理測点以外の任意断面やポイントについて、容易に
出来形確認ができる出来形確認ができる

○○ 出来形測定時出来形測定時((段階確認・完成検査時段階確認・完成検査時))に現地でデータに現地でデータ
を記録するだけで、出来形帳票が自動作成されるを記録するだけで、出来形帳票が自動作成される

●● 自動追尾式トータルステーションを使用し、自動追尾式トータルステーションを使用し、
１人で測量や出来形測定ができる面では良い１人で測量や出来形測定ができる面では良い
しかし時間的なことを考慮すると、作業効率が悪いしかし時間的なことを考慮すると、作業効率が悪い

●● 同基準点で同測定点を、繰り返し確認（測定）した同基準点で同測定点を、繰り返し確認（測定）した
ところ、高さの計測精度にバラつき（ところ、高さの計測精度にバラつき（±±１０１０mmmm程度）程度）
が生じたが生じた

３．施工管理データを搭載したＴＳ（自動追尾式トータルステーション）３．施工管理データを搭載したＴＳ（自動追尾式トータルステーション）

※ 本工事・盛土工の出来形帳票



建設ＩＣＴを導入した施工をして・・・建設ＩＣＴを導入した施工をして・・・

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました

○○ 盛土の面的な品質管理盛土の面的な品質管理

○○ 確実な施工管理確実な施工管理

○○ 効率的かつ正確な出来形管理効率的かつ正確な出来形管理


